
質
問　

平
成
22
年
度
の
入
札

工
事
と
随
意
契
約
の
件
数

は
。

町
長　

入
札
工
事
94
件
、
随

意
契
約
工
事
は
17
件
で
す
。

質
問　

発
注
件
数
に
対
す
る

町
内
業
者
の
受
注
件
数
と
受

注
率
は
。

町
長　

入
札
工
事
件
数
94
件

の
う
ち
、
町
内
業
者
の
受
注

は
88
件
で
、
受
注
率
は
93
・

６
％
。
随
意
契
約
工
事
17
件

の
う
ち
、
町
内
業
者
の
受
注

件
数
は
16
件
で
受
注
率
は

94
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
内
業
者
の
仕
事
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

の
税
収
ア
ッ
プ
に
も
繋
が

り
、
指
名
願
い
を
出
せ
な
い

中
小
零
細
業
者
に
も
仕
事

が
回
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
後
も
地
元
の
業
者
に

仕
事
が
行
き
渡
る
よ
う
に
受

注
率
を
維
持
し
て
頂
き
た
い

が
。

町
長　

指
名
業
者
に
つ
い
て

は
、
町
内
業
者
優
先
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
工
事
は
、

町
内
業
者
に
該
当
が
な
い
場

合
は
町
外
業
者
に
な
り
ま

す
。
指
名
は
そ
の
範
ち
ゅ
う

で
あ
れ
ば
、
小
さ
な
業
者
の

方
で
も
受
け
ら
れ
る
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

地
元
個
人
業
者
の
中

に
は
、
仕
事
が
な
く
ト
ラ
ッ

ク
は
車
検
も
受
け
ら
れ
ず
借

金
で
生
活
し
て
い
る
と
の
話

も
聞
き
ま
す
。
こ
う
い
う
問

題
を
少
な
く
す
る
た
め
の
町

と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　

本
町
は
大
き
な
公
共

工
事
が
少
な
い
状
況
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

町
で
や
っ
て
い
ま
す
。
行
政

と
し
て
仕
事
が
あ
れ
ば
、
町

内
業
者
優
先
で
と
考
え
ま

す
。

質
問　

町
内
の
工
務
店
や
大

工
さ
ん
等
、
中
小
零
細
業
者

を
救
済
す
る
方
法
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

が
あ
る
。
筑
後
市
で
は
、
地

元
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
大

き
く
、
重
要
な
地
域
振
興
策

で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
。
実
施
自
治
体
数
も
11

に
増
え
、
さ
ら
に
５
自
治
体

も
実
施
や
試
験
的
に
実
施
す

る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
経
済
波
及
効
果
や
地
域
景

気
対
策
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
、
住
宅
リ
フ
ォ
―
ム

助
成
制
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
、
町
で
は
緊
急

を
要
す
る
事
業
を
多
々
抱
え

て
お
り
、
今
し
ば
ら
く
時
間

を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
で
中
小
事
業
者
の

救
済
実
施
は

町
発
注
の
公
共
工
事
の
実
態
に
つ
い
て

町
内
業
者
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
（
町
長
）

須山 由紀生　議員

知りたいこと
　　 望むこと？
４人の議員が一般質問 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、

行政に対する疑問点について質問することです。

下水道工事の様子



質
問　

町
財
政
の
健
全
化
と

ま
ち
づ
く
り
の
両
立
が
改
革

の
目
的
で
あ
る
が
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
「
協
働
」
と

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

協
働
と
は
、
住
民
と

行
政
が
連
携
し
て
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
共
に
積

極
的
に
考
え
、
協
力
し
て
い

く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
と
将
来
像
は
。

町
長　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
理
念
の
下
に
住
民
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
知

恵
を
出
し
合
い
協
働
と
互
助

を
基
本
姿
勢
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
総
合
計
画
や

第
５
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
体
が

区
と
な
っ
た
場
合
、
区
に

入
っ
て
い
な
い
方
々
へ
の
情

報
の
伝
達
や
対
応
は
。

総
務
課
長　

約
１
５
０
０
世

帯
が
未
加
入
で
す
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
チ
ラ

シ
を
郵
送
し
た
り
区
長
さ
ん

方
が
自
ら
チ
ラ
シ
を
持
っ

て
、
加
入
の
呼
び
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

質
問　

区
単
位
で
は
な
く
地

域
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に

位
置
づ
け
を
変
え
、
区
民
で

は
な
く
住
民
と
い
う
考
え
方

が
協
働
の
第
一
歩
で
は
な
い

の
か
。

町
長　

住
民
の
参
加
方
法
と

思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

区
長
、
自
治
会
が
行
政
の
末

端
組
織
で
あ
る
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

平
成
24
年
度
末
ま
で

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民

の
方
々
と
の
対
話
、
説
明
等

で
意
識
の
共
有
に
向
け
た
努

力
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

具
体
的
な
仕
組
み
や

体
制
に
つ
い
て
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
周
知
徹
底
を
図
り

取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

計
画
に
よ
る
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

組
織
体
制
を
整
備
す
る
と
あ

る
が
、
担
当
課
ま
た
は
専
属

の
担
当
班
を
早
急
に
作
っ

て
、
作
業
の
一
元
化
を

図
り
、
計
画
の
確
実
な
実

現
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

町
長　

窓
口
は
企
画
財
政
課

で
す
。
専
従
と
せ
ず
、
専
任

と
少
数
精
鋭
主
義
で
や
っ
て

い
ま
す
。
総
合
計
画
と
行
財

政
改
革
に
は
い
ろ
い
ろ
と
関

連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鋭
意

協
議
を
行
い
、
今
か
ら
計
画

を
策
定
し
て
い
く
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

質
問　
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」の
先
進
地
で
は
、多
く

の
批
判
も
出
て
い
る
。
本
町

の
計
画
で
は
10
個
程
度
の
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
展
開
に
お
け
る
町
長
の

取
り
組
み
姿
勢
は
。

町
長　

他
の
自
治
体
の
事
例

も
出
て
い
ま
す
が
、
鞍
手
町

と
し
て
は
粛
々
と
住
民
目
線

で
、
毅
然
と
し
て
や
っ
て
い

き
ま
す
。
私
の
気
持
ち
、
意

思
を
は
っ
き
り
と
皆
さ
ん
に

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

質
問　

中
学
校
統
合
後
の
移

転
候
補
地
と
し
て
「
小
中
学

校
統
合
整
備
計
画
策
定
委
員

会
」
に
お
い
て
町
が
示
し
た

と
さ
れ
る
旧
宮
本
学
園
跡
地

は
、
売
却
に
よ
っ
て
「
か
ん

が
い
基
金
」
へ
の
返
済
に
充

て
る
と
町
長
は
公
約
し
て
い

た
が
、
ど
の
よ
う
に
履
行
す

る
の
か
。

町
長　

策
定
委
員
会
は
学
園

用
地
を
候
補
地
と
し
て
協
議

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
売
却
し
て
基
金
に
借
り

た
金
を
返
す
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

質
問　

第
４
次
、
第
５
次
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ

た
方
針
と
統
合
整
備
計
画
策

定
委
員
会
で
町
が
示
し
た
と

さ
れ
る
町
の
考
え
方
と
の
整

合
性
は
。

教
育
長　

教
育
環
境
の
整
備

が
急
務
で
あ
る
中
学
校
の
統

合
を
先
に
行
い
、
そ
の
後
に

小
学
校
の
統
合
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
、
整
合
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

小
中
学
校
統
合
後
の

学
校
設
置
場
所
を
決
め
る
際

の
検
討
項
目
や
基
本
的
な
考

え
方
は
。

教
育
長　

学
校
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
、
統
合
は
対
等

合
併
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が

条
件
で
す
。

　

策
定
委
員
会
で
は
自
由
な

論
議
を
お
願
い
し
、
検
討
し
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

編
成
は

岡﨑 邦博　議員

中
学
校
統
合
問
題
は

策
定
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
（
町
長
）

協働のまちづくりについて

住民と行政が連携し、地域のために共に
積極的に考え、協力していきます（町長）

田中 二三輝　議員

行財政改革・総合計画



た
結
果
、
学
園
用
地
に
つ
い

て
は
中
学
校
教
育
に
適
し
た

校
舎
の
改
造
、
通
学
路
の
安

全
確
保
等
が
解
決
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
の

候
補
地
で
す
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
通
学

方
法
の
検
討
は
。

教
育
長　

４
ｋ
ｍ
以
内
は
自

力
登
校
、
そ
れ
以
上
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
あ
る
い

は
自
転
車
通
学
と
い
っ
た
形

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問　

旧
宮
本
学
園
跡
地
、

北
中
、
南
中
で
４
ｋ
ｍ
圏
外

か
ら
通
う
人
数
は
。

教
育
課
長　

旧
宮
本
学
園
跡

地
の
場
合
は
84
名
、
北
中
の

場
合
は
28
名
、
南
中
で
は
35

名
が
４
ｋ
ｍ
圏
外
で
す
。

質
問　

臨
時
職
員
対
応
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
課
題

と
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

は
。

教
育
長　

鞍
手
町
臨
時
的
任

用
職
員
に
関
す
る
規
程
に
よ

り
、
町
費
の
学
校
事
務
補
佐

職
員
は
１
年
を
超
え
て
任
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

学
校
事
務
に
関
す
る
詳
細
な

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
業
務
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

質
問　

政
府
は
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
幼
保
一
体
化
を

含
め
、
制
度
・
財
源
・
給
付

を
一
元
化
す
る
新
た
な
制
度

と
説
明
し
て
い
る
が
、
政
府

が
決
定
し
た
中
間
取
り
ま
と

め
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

国
会
で
審
議
さ
れ
る

前
に
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
の
段
階
で
は
差

し
控
え
ま
す
。

質
問　

新
シ
ス
テ
ム
の
中
身

は
現
行
の
公
的
保
育
制
度
を

解
体
す
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
市
町
村
は
保
育

の
実
施
義
務
が
な
く
な
り
、

保
育
の
必
要
性
の
有
無
な
ど

を
決
め
る
業
務
だ
け
に
な
っ

た
り
、
利
用
者
負
担
は
所
得

に
関
わ
ら
ず
応
益
負
担
が
導

入
さ
れ
た
り
、
認
可
制
度
が

事
業
者
指
定
制
度
に
な
っ
て

事
業
者
任
せ
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

　

町
が
中
身
を
全
く
知
ら
な

い
の
で
は
、
子
育
て
に
責
任

を
持
つ
町
と
し
て
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
。

町
長　

質
問
者
が
言
わ
れ
ま

す
こ
と
に
つ
い
て
は
良
く
理

解
は
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

辺
は
ま
だ
詰
め
て
お
り
ま
せ

ん
。
行
政
と
し
て
も
鋭
意
取

り
組
み
、
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

質
問　

緊
急
経
済
対
策
と
し

て
地
方
に
配
ら
れ
た
補
助
金

や
交
付
金
の
う
ち
、
雇
用
や

経
済
対
策
で
、
現
時
点
の
福

岡
県
で
使
い
切
れ
て
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
23

年
度
当
初
で
創
設
さ
れ
た

基
金
の
数
は
20
基
金
で
、
積

立
総
額
は
約
１
４
２
５
億
円

で
す
。
平
成
23
年
度
当
初

予
算
ま
で
の
取
崩
し
額
は

１
２
７
８
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
約
１
４
７
億
円
が
未
執

行
額
で
す
。
こ
の
未
執
行
額

も
平
成
23
年
度
予
算
の
事
業

費
分
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
使
い
切
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

質
問　

今
回
の
基
金
で
は
な

く
て
新
た
に
民
主
党
政
権
に

変
わ
っ
て
使
え
る
も
の
で
積

残
し
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
常
に
情
報
を
仕
入
れ
て

活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

町
長　

十
分
精
査
し
て
取
り

組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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小
中
学
校
の
学
校
事
務
に

つ
い
て

緊
急
経
済
対
策
等
の
活
用

に
つ
い
て

宇田川 亮　議員

子ども・子育て新システムについて

鋭意取り組み、勉強します（町長）

旧宮本学園跡地（小牧）
内が学園用地

町立の保育所（写真は古月）

中央公民館

剣
南
小
学
校


